
飼育動物のコンセプトづくり

飼育動物の選択・選別
（選択と集中）

飼育動物の選択・選別
（選択と集中）

ものさし（判断基準）
が必要

A．生息域・種別（ex.オセアニア、鳥類）
　「このエリア（種別）の動物を集めましょう。」
　という選び方

ステージ重視

B．目的・役割（ex.環境教育、種の保存）
　教材としての重要性や円山の繁殖技術を
　生かせる動物という視点での選び方

キャスティング
重視

C．価値・体験（ex.ふれあい、驚き、世界観）
　「お客様にこういう体験や感動を持ち帰ってもら
　おう。」という視点による、ソフト重視の選び方

シナリオ重視

D．伝統・歴史・経験・原点（ex.円山の誇り）
　「北海道の動物園の原点として取り組むべき。」
　という選び方

品格重視

※ものさしの組み合わせ方
　 でコンセプトが決まる
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